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生き方を切り拓く 

 

        ■日時：2024（令和 6）年 5月 12日（日） 

 14：00～16：00 

      ■場所：東京学芸大学 南講義等Ｓ410教室 

 先日の講演会では多くの方にお集まりいただき、

誠にありがとうございました。盛況のうちに会を終

えることができ、深く御礼を申し上げます。 

 当日は、日本を代表するアスリートであり、様々

な角度から志のもち方、人の育て方を語る「走る哲

学者」為末大氏に、「生き方を切り拓く」ために必要

なマインドセットを始め、現在求められる教育のあ

り方等について、ご自身のトップアスリートとして

のご経験を踏まえた貴重なお話をご講演いただいた

のみならず、登壇者・フロアからも活発な質疑応答

が交わされ、交流を深めることができました。 

 本学上廣道徳教育アカデミーの今後の活動にたい

しても重要な示唆をいただくとともに、参加者のみ

なさまと深い学びを共有できたことを改めて感謝い

たします。 

 
 

  

東京学芸大学上廣道徳教育アカデミー  

新学期特別企画  

 

～ 「熟達者」に学ぶ講演＆交流会 ～ 

 － 実施結果のご報告 － 

多数ご参集いただき、ありがとうございました。 

 

当日のプログラム 

 

開会・本学よりのご挨拶 

本学の道徳教育事業について 

為末大氏のご紹介 

為末大氏のご講演 

 生き方を切り拓く  

為末大氏と語る 

為末大氏に聞く 

本学道徳室より 

閉会 
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講演＆交流会の実際の様子から 

 

 開会に先立ち、本学上廣道徳アカデミーからご

挨拶を申し上げました。昨年度の活動内容につい

てご報告を申し上げ、今後の活動についての紹介

を差し上げました。 

 為末大氏のご講演の中では、テーマである「生

き方を切り拓く」ことに関して、為末氏がスポー

ツから学んだこと、私たちに必要なマインドセッ

ト、生き方を切り拓くために必要なこと、そし

て、現在求められる教育のあり方等について、ご

自身の経験を踏まえつつ大変深くお話をいただく

ことができました。 

 続く「為末大氏と語る」のコーナーでは、スポ

ーツ経験者の現職教職員および本学学生 4名と為

末氏との間で、ご講演の内容を踏まえつつ質疑応

答が行われました。登壇された一人一人の経験を

引き金としつつ、未来に開かれた学習・教育のあ

り方について、フロアの皆さんを引き込む、熱く

興味深い交流がなされました。 

 最後に「為末大氏に聞く」のコーナーでは、会

場の参加者と為末大氏の間で質疑応答が行われま

した。様々な立場の方から今後の教育のあり方や

生き方についての質問が投げかけられ、為末大氏

からご自身の経験を踏まえた貴重なお話をいただ

くことができました。幅広い観点から「生き方を

切り拓く」ことについての議論が交わされ、将来

の学習・教育にとどまらず、様々な視点から参考

になるものでした。 
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参加された皆さんから寄せられた感想から 

 

講演＆交流会は、終始、大変活気があり、フロアの皆さんから次々と質問が出され、為末

氏からそれぞれの質問に丁寧なご回答をいただきました。 

また、終了後に、寄せられたアンケートにおいて、今回の講演＆交流会について当てはま

ることをお尋ねしたところ、「なるほどと納得させられることがあった」「新たな気づきがあ

った」「心が動かされた」「これからの自分に生かせそうなことがあった」といった声が実に

多く聞かれました。 

実際に、アンケートの自由記述欄では、下記のような感想が書かれていました。 

 

○応援する、伴走する、良い問いを投げかけられる、俯瞰して見る、人に話をきくなど教育に 

必要なことが実感できた。 

○これからの時代に求められてくるだろう「人間力」を意識した教育について、ヒントを得る 

ことができた。 

○私も陸上競技をやっていて、強い競争心と、人に頼れないという競技には良くても社会では 

うまくいかなくなることを学んでいたことに気がついた。道徳的に生きるとはジレンマを抱 

えて生きていくということにすごく納得できた。 

○自尊感情の力を改めて感じた。為末さんがお話の最後におっしゃっていた「押し付けるより 

も引き出す社会」という言葉にも、とても心を打たれた。自らの生き方を見つめ直して、子 

どもに向き合っていきたいと強く感じた。 

○教育の在り方の中でも、応援、質問、伴走できることの指摘を受け、明日から実践していき 

たいと考えた。 

○教育とは幸せになること。幸せにすること。その言葉に強く心が動かされた。 

                                      ほか 

 

本イベントは、多くの方が事前より為末大氏からリアルな話をお聞きする希望を強くも

たれていて、実際にご本人をお招きすることが

でき、感想などからも、参加された皆さんの満

足度がきわめて高かったことがわかります。 

それにあわせて本学の上廣道德・倫理教育研

究開発推進室のご紹介やＰＲも重ねてさせてい

ただくことができ、大変貴重な機会となりまし

た。 

参加された皆さんのご協力に心より感謝申し上げます。 

 

東京学芸大学 先端教育人材育成推進機構 

上廣道徳･倫理教育研究開発推進室 


